　2020.12藤咲整形外科医院だより
例年の暖冬を指摘はされても、落ち葉は既に春を待つ者の寝床になり、木々の梢は木枯らしに口笛を吹く季節となりました。同時に、風邪の流行のシーズンでもあります。思えば昨年末からの新型コロナの影響が、年をまたいで続くほどとは、想像もしなかったことです。
過去に流行しかけて世界を震撼させた2003年ころのSARSコロナウイルス による(SARS-CoV)重症急性呼吸器症候群（じゅうしょう きゅうせい こきゅうき しょうこうぐん）Severe acute respiratory syndrome; SARS 、2012年ころのMERSコロナウイルス（マーズコロナウイルス、Middle East respiratory syndrome coronavirus, MERS-CoV）による中東呼吸器症候群 (Middle East respiratory syndrome MERS)は、その後世界に大きな広がりを見ませんでした。
今回の新型コロナウイルスCOVID-19は、世界に猖獗しまた長期化するという、厄介なものです。先例のように、いつしか穏やかに、なくなりはしないものの遠ざかってほしいという切なる願いと裏腹に、私たちの生活を脅かし続けています。
本来ならば、年の瀬を迎え、帰省の家族と過ごし、あるいは新年をパーティーの様に迎え、あるいは静かに除夜の鐘で迎え、各人各様の年末、新年があったはずです。鍋物のおいしい季節ではありますが、用心に越したことはありません。コロナ禍も喉元を過ぎる日がきっとくるでしょう。しかしながら、のど元過ぎても熱さを忘れず。用心養生専一にて、ご自愛の上ご精励くださいますよう、また良き年をお迎えになられますようお祈りいたします。
　皆様お体大切に。
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